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はじめに

牛眼結膜嚢お よび瞬膜下に 寄生する牛眼虫（Thelaz・・，2）

は広く世界に分布し，その種類は7 ．　r加心 si　（Desma－rest，　1827），

　T．　skrjabini　Erschow，　1928および7．

gttlosa　（Railliet　et　Henry，　1910）の3 種が認められて

いる．近年わが国にもこれら3 種の眼虫が分布す る事が

明らかとなった（大越・北野，　1964，　1966　a　，　b，　1967；

宮本ら，　1965　；　宮本，　1965　；　宮本ら，　1966）．

この眼虫 の生活環は牛眼中で成熟雌虫が涙液中に幼虫

を産出し，これが媒介昆虫に より摂取され，その体内で

感染幼虫にまで発育した後，宿主 へ感染する．わが国の

媒介昆虫は宮本ら（1965），宮 本（1965），宮本ら（1966）

により クロイエバエ　Musca　com ・Exびy醐s　Thomson，1868

の雌お よび ノイェ バエ Musca　hervei 　Villeneuve，1922

の雌である事が明らかとなった．ソ連に おけ る媒介

昆虫 は，わ が国と同様イエ バエ科の Musca　autumnalis，M．　arnica，　M．　convex

びrons，　M．　larvipαg などと報

告されている．　Klesov　（1949）は7 ．7・加 冶s・‘ の幼虫 が

媒 介昆虫 体内で感染幼虫に発育 する過 程を調べてそ の発

育過程を3 期に分け ている．またKrastin　（1950，　1952，1958）

は3 種の77 ・ε1α2jα幼虫を牛 眼に人工感染させそ

の形態変 化を観 察した ．

本研究で は，わが国 の媒介昆虫 ，クロイエバエ（北海

道，三宅島） ならびに ノイェ バエ （青梅）を 野外で採 集

し，そ の体内より検出した7加 lazia 幼虫 の形態を調べ ，

種 の差 異を比較観察した ．そ の結果 ，発 育過程が 進んだ

感染直前 の幼虫 は各 々成虫 と同様 の形態的特 徴を備え，

ハエ 体内 の幼虫 で種 の同定が可能であ る事が 明らかにな

った ．

方　　　 法

野外で牛体に飛来す るハエを採集し，エ ーテルで麻酔
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後 ，種別，雌雄 別に 実体顕 微鏡下 で頭，胸，腹の各部に

分け て解剖，体内保有の7 ／灑αz加 幼 虫 を 検 出 し た．

Thelazia 幼虫はラ クトフェ ノールで透徹するか， また

はラ クトフェノ ール入り　PVA （ポリビニール・アルコ

ール）で封入して観察し ，各部を計 測し た．

実験地はほとんど7 ．r加 加sf のみの侵淫地 であ る北

海道新冠種畜牧場と東京都三宅島な ら びに T．夕・加面琵

と　7．幼り劭f㎡ が同 率に 見出さ れる東京都青 梅市 であ

った． これらの3 地区を比較する事 に より ，　Thelazia

2 種幼虫 の形 態的特 徴を 観察し た・

1． ハエ体内7 気加2 泌 幼虫 の形 態

牛 眼中で Thelazia 成虫雌 より産 出さ れた幼虫が クロ

イエ バエ，ノイェ バエの体内に 摂取さ れてから 感染 幼虫

に発育 するまでの各期の形 態的 変化を調 べ，幼虫 での種

の同定 が可 能であ るか ど うかを 検討し た・

現在 まで の実 験地で は，牛眼 より7 ．y加 心sj お よび7

．励・湎 加ぶ の2 種が 得ら れ， 本研究で は こ の2 種類

間の鑑 別を試 みた・

北海 道の クロイエバエより得 られた7 気 加z 必 幼虫 の

うち ，体長が3 ．　00　mm　以上 のものを とると，下 記の様

な一定した形態的特 徴が認 めら れた ．

角皮 は厚 く， 横条線 は明瞭， 口腔 は狭 く深 く，食道 は

円筒形 で神 経環 は食 道の中央部 より後方にあ る（Fig．　A）．

こ れら の特 徴は牛眼 からの T．　rho面琵 の成虫お よび幼

若虫 の形態 と連続し ていた（Figs．　B，　C）．さらに後記

の計 測値 の検討 の結果，上記形態を もった ハ エ 体 内 の7

知加 元z 幼虫をT ．y加＆ 肩 の幼虫 と同定し得 た・

東京 都青梅市 の牛 眼からは T．　rhod．es・・と　T．　skrja－

ゐ鈿j の2 種がほぽ同率に得られた．宮本ら（1966）の研

究に より，同地で の媒介は ノイェバエ1 種 のみに よって

行なわ れてい るこ とが明らかにされてい る．ノイェ バエ

からの Thelazia 幼虫を観察すると上記7 ．r加 面sj と

ともに，　T．　r加加si とは形 態的に明らかに鑑別出来る



Thelazia 幼虫が認められた． その幼虫は 下記 の形態的

特 徴を 備え てい た（Fig．　D）．角皮 は薄 く，横条線 は不

明瞭 ，口腔は浅 く広く，食 道は末端部でやや膨隆 ，神経

環 は食 道中 央部に 位置する．　この形 態 は牛眼からの7・

skrjabini の成虫 および幼若虫の形 態と 連続的に 移行し

てい る（Figs．　E，　F）．本幼虫は形態的に成虫と連続性

のあ るこ とが後記計測値 の検討に よって判 明 し た の でT

．遥・プ劭 鈿f の幼虫と考えた ． ノイェバエ 体内の 幼虫

の うち，体長2．00　mm 以上 のもので はこ の特 徴が明ら

かに なり，T ．・・加＆sj と鑑別可能であった． これ以前

の時期の ものはKlesov　（1949） のい う第2 期幼虫で，Fig．

G　に示した ．本 標本 は 青梅市 の ノイェバエからの

幼虫であ るが， 横条線 は明瞭で ，そ の 他 の 部 分 は7・

skrjabini　1’こ似ていて ， こ の時期では確実な同定はでき

なか った．

東 京都三宅島では宮 本（1965） の調査で，北 海道と同

様 クロイ エバエ雌に より媒 介が行 われ，牛 眼 か ら は 大

部分が T．　rhodesiで，少 数のT ．娩り劭鈿i も検出さ

れた． クl＝1イエ バエ よりの幼虫お よび牛眼から の幼若虫

の大部分 は前記 T．　1・hodesi の形 態的特徴を 備 え，7 ・y

加 加sj と同定 された．こ の うち 幼虫 ，幼若虫 各々1 匹

が7 ．　skrjab丿雨 の特 徴を 備えており ，　T．　skり劭 鈿i と

同定された．

2． ハエ体内 Thelazia 幼虫の計測値

北海道で は クロイエ バエ雌3，183 匹中65 匹 から169

匹 の7 ＆加 血x 幼虫が得 られ，東京 都三宅島で も同 種八

エ雌1，310 匹中7 匹 から 幼虫16 匹 ， 東 京都青梅 市では
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ノイェ バエ雌2，003 匹 中8 匹から16 匹 の幼虫が 検 出さ

れた．

北海 道で クロイ エバエより検出された幼虫 の 体 長 は0．34

～7．36　mm　であ り， 腹部で発 見さ れた も の が152

匹 と大部分で，次いで頭部13 ，吻3 ，胸1 の順であった ．

これらの うち体長6．00　mm　以下 の幼虫は 腹部において

被嚢している ものが多 い ．　また被蠹は 球形で直怪L00mm

前後 のものが多 く，　2．00　mmをこす ものはなか っ

た・

北海道の Thelazia 幼虫 の体長を1 ．00mm 単位に集

計しTable　1　に示 した．1 ．00mm 以下 では口腔，食道，

腸管 が微かに判別出来た．体長が1．00　mm 以上に発育

すると口腔，食道，腸管の各構造が 見ら れる．また尾部

において肛門は不 明であ った ．尾 部は膨隆 し気 胞状の構

造が見ら れるが ，内部に特 別な構造はなく，圧を加える

と消失 する．体 長4 ．　00　mm　以上に 発育した幼虫は牛眼

中より検出される幼若虫と全く同一の形態を示し，更に

一一層の特徴を備える．体表の角皮層に見られ る横条線 は

未発育の幼虫では徴かに見ら れるが， 体長 の増 加と共 に

明瞭にな る．生殖器 は幼虫，幼若虫共に 認められな卜 ．

一方牛 眼からは体長4．44 ～10．71　mm の幼若 T　helazia

が得 られた．次に食 道長および神経環の位置について検

討 した．体長に対 する食道長の比率は体長が短い時期で

は14．9％ であるが，発育が進むにつれてそ の比率 は小

さ くな り，幼虫 の最大7 ，　36　mm　の例では4 ．9％ となっ

ている ．更にこ の比 は牛眼中 の感染 幼若虫に なると一層

低 くな る．　一方 食道長に対 する神経環の位 置は64．5 ～

Table　1　Measurement　of　larvae　and　juveniles　of　Thelazia　rhodesi　in　Hokkaido

No．　ofsamples
A B B／A C

俯

サ

12
38
39
23
28
21
2
1

－

217μ239245355356342360
－

14．9％
9．97
．47
．56
．95
．64
．9

－

140 μ192180260296301294

C／B

一
－

64．5％

80．3
73．5

73．2
83．1
88 ．081．7

召

臼

くtへ4
－i

白 ゜JI

Body　length

＜1．00mm1．00―1．99

2．00―2．99
3．00―3．99

4
．00一4．99

5
．00一5．99

6．00―6．99
7．00＜

4．00―4．99

5．00―5．99
6．00―6．99

7．00―7．99
8．00―8．99
10．00＜

3

9

10

11

3

1

0．67　mm
1．42
2．37
3．55
4．50
5．41
6．16
7．36
－
4．76
5．51
6．37
7

8

10

53
55
71

359
375
399
398
392
510

7．56
．96
．36
．24
．54
．8

256
270
310
345
398

67
67
77
88
78

5

7

9

0

0

A　：　Mean　of　body　length

B　：　Mean　of　length　of　oesophagus

C　：　Mean　of　distance　from　anterior　end　to　nerve　ring
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Table　2　Measurement　of　thelazian　larvae　and　juveniles　on　Miyake　island

No．　ofsamples A B C C／B

（斗

）1

日

○a

老

吋Q

卩

（1冫9J

）

Body　length

～

1
．00－1　。　99　mm2．00―2．99

3．00―3．99

4．00―4．99
5．00―5．99
6．00―6．99

4。00―4．995．00―5．996．00―6．997．00―7．998．00―8．999．00―9．9910

．00＜

1

0

3

＊1

4

1

1

2

2

11

13

＊1

15

4

4

1．17　mm

－
3．55

3．47

4．38

5．66

6．32

4．61

5．836

．407．647．508．519．5910．45

102 μ

－287273335383364

324
383
384
413
384
423
493
491

B／A

－
8．7％

－8
．17
．97
，76
．85
．8

7．26
．66
．05
．55
．15
．15
．14
．7

一
一

251μ166260247256

－
267
285
327
318
144
358
443

414

－
－

87．4％
60．1
77．6
64．5
70．3

84．1
79．2
84．2
83．7
37．5
83．7
89．9
84．4

Species　detected　were　mostly　Thelazi°αΓ加 而sj　except　two　individuals　which　were　identified　as　Thela－

21α 瓱りabini．

＊　T．　skり晶 鈿j

88．0％と，発育とは関係なく一定の範囲内での値を示す．

これは牛眼に感染した幼若虫 で も同様の事がい える．北

海 道と同様クロイエバエに より媒 介が行なわれる三宅 島

でもほぽ同 様の結果であ った（Table　2）．唯幼虫お よび

幼若虫 各I 匹 におい て食道長に 対する神経環 の位置がそ

れぞれ37．5，　60．1％と7 ．r加心sf の幼虫が示す値 と異

なり，そ の他の形態的 特徴も T．　skrjabiniと一 致する

ものが 認められた．同 島の牛眼中に T．　skrjab丿絎 成虫

が 僅か ながら 寄生し てい る事 もあ わせて　7 ．遥り劭 油j

の幼虫 と同定した ．

青梅市で ノイェ バエ雌から検 出さ れた7加 lazia 幼虫

の体長 は1．03～3．23　mm であ った ． 幼虫 は16 匹 と 少

ないが クロイ エバエ より検出された幼虫 より体長は短 く，

また2．5　mm 以下 の 幼虫が 腹部で被嚢してい るのが3

例あった．これら幼虫の体長をTable　3　に示した ．体長1

．00　mm　で は口腔が 微かに認 められ 尾部が膨隆す る．

食道，腸管お よび肛門は不明であ った ． 体 長2．00　mm

以上 に発育す ると大部分の虫体で 口腔，食道，腸管お よ

び肛門は認められた．これら幼虫 の横条線は両種共発育

の途中では一様に微細な線として認められるが，感染直

前の幼虫になると横条線の有無の差が明らかとなる．更

にこ れら 幼虫を 前記同 様各部 計測値 を検討してみると体

長に対 する食道長の比率で2 種7力 elazia 間 の差 は認め

られなかった ．一方食道長に対する神経環 の位置 の比率

は80 ％ を中心とする ものと，　60％を中心とする ものと

の2 群に分け られ60 ％ を中 心とするものでの 形 態を 見

（58 ）

Table　3　Measurement　of　larvae　and　juveniles

of　Thelazia　rho面 琵and　T ．　s　krjabini

in　Oume　city

OF

S

l
S
む
にl

§

ヨミ

Eヨ

○a

Q

F＝ 嵋4

－j4

－J

吻

CJ

t4・SO

竄QE

ヨ

ぶ

A

1．03

1．88

2．10

2．17

2．45

2．50

2．52

2．53

2．60

2．65

2．99

＊2．60

＊2．70

＊2．84

＊2．87

3．23

2．18

2．57

2．80
2．85

＊2．33

＊2．60

＊2．65

＊2、94＊2．993．043．263．293．433．53＊3．41

B

mm 83 μ

－

－2182562622112562052182562303072562432432242372U269312256230269243256207243262246256

B／A
－
8．1％

－
－10
．010．410．5

8．410

．17

．9
8

8

8

11

9

8

7

－

10

9

7

9

13

9

8

9

8

8

6

7

7

7

7

2

6

8

4

0

2

5

－

3

2

5

4

4

8

7

1

1

4

3

4

6

0

5

C

一

一

一

173 μ・205204

－

205

179

192

205

154

192

141

140

205

192

218

－

2n

154

128

128

128

141

179

186

－

218

192

141

C／B

一一 一一

－

－

－
79．4％

80．1

77．9

－
80．1

87．3

88．1

80．1

67．0

62．5

55．1

57．6

84．4

－

85．7

92．0

－

78．4

49．4

50 ．055．747．658．069．989．9

－83．278．055，1

＊　T．　skり劭鈿i

A　：　Body　length

B　：　Length　of　oesophagus

C　：　Distance　from　anterior　end　to　nerve　ring



ると T．　skrjabiniの特徴を持つ幼虫であった ．こ の事

は牛眼 中の幼若虫につい ても同 様の結果を示し た．

考　　　察

Thelazia雌成虫より産出された幼虫は細長い糸状で

体表は角皮で被われ，頭端部はやや膨隆するが尾部に向

って細くなる．ハエ体内より検出される最小の幼虫でも

発育が進み体巾が増し，口腔および食道が微かに判明出

来る程度になっていた．クロイエバエにより媒介される

幼虫は体長が4 ．00mm 以上になっ弋から牛眼に感染す

る．　Klesov　（1949）は7 ’．　r加＆siのハエ体内幼虫形態

を3 期に分けている．我々の観察で体長が1．00　mm以

上に発育し，尾部が膨隆する時期の幼虫がKlesov のい

う第2 期幼虫に相当するものと考えられる．またハエ体

内幼虫の体長は2 ，7～5．12　mmとしており，我々の成績

と一致した．　Krastin　（1950，　1952，　1958）はこれらハエ

体内幼虫では同定せずに実験的感染により成虫に発育さ

せてから種の同定を行っている．実験地区が北海道の様

に7 ．　rhodesi　1種のみが寄生していた場所での成虫，

幼若虫および幼虫と連続的にその形態の移行を検討し，

その結果を基にして青梅市の様に牛眼中に　T．　rhodesi

および7 ．瓱り功i㎡ がほぼ同率に寄生している場所の

ハエ体内幼虫を観察すると，　Klesov　（1949）のいう第3

期幼虫，即ち感染直前の幼虫ではそれぞれ成虫の形態的

特徴を備えていた，これら各々の形態的特徴から，ハエ

体内の幼虫の種が同定可能と考えられる．これら幼虫お

よび幼若虫では生殖器の発育は認められなかったが，Krastin　（1958）

によると幼虫は牛眼に感染後一昼夜に

して性の区別が可能となり，交接刺は14 ～17 日で明瞭

に認められるという．

永田（1960）は T．　callipaeda幼虫を媒介昆虫であ

る　山雨ota　variegata，　Amiota　magnaの雌雄から

検出し，　Vilagiova　（1962）は7 ．　gulosa　幼虫をM．

autumnalis の雌雄から検出している．現在までの我々

の成績およびKrastin　（1950）の研究では媒介昆虫の雄

からは7加 lazia幼虫が検出されていない．

ま　と　め

L　 北海道及び三宅島の クロイエバエ雎から得られた

T　helazia幼 虫 は 体 長0．34 ～7．36　mm で，こ の うち6

．00mm 以下 の幼虫 は腹部で 被豆してい るものが多 い ．

横条線 は発育が 進むにっ れて明瞭 と なる． 体長が3．00mm

以上 の幼虫では T．　rho心 琵 成虫 の形態的 特徴を 嵎
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え ，特に頭部に おいて口腔が狭く深く，食道は円筒形，

神経 環は食道の後端部約80 ％ に 存在， 角皮層が 厚い事

等によ り種 の同定が可能であ ると考え る．

2．　青梅市 のノイェ バエ雌より得られた Thelazia 幼

虫 は体 長1 ．03～3．　23　mm　で， この うち2．5　mm 以 下

の幼虫 が被嚢 している事 が多 い．これら幼虫の形態は2

群に 分け られ，1 つはT ．7・加 心sj の幼虫 と一致 する・

他は7 ．　sんり 劭i㎡ の成虫 の特徴 と一致し ，角皮は薄く．

横条線は不明瞭， 口腔は浅 く広 く，食 道は末端 部で膨隆．

神経環 は食道中央部約60 ％ に存 在す る．

3．　各．・ヽ エ体内より検出される感染直前の幼虫 と牛眼

より得られる幼若虫とは形態的に良 く一致し ，更に 体長

の発育した幼虫では各形態的特徴が 明瞭とな る．

本偏を 終るにあ たり御協力をいたy いた 農林省新 冠框

畜牧場，東京都種畜場三宅分場，東京 都畜 産試験場の談

員各位に 深謝する．

（59 ）
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MORPHOLOGICAL　STUDIES　ON　LARVAE　OF　BOVINE　THELAZIA

Kenji　MIYAMOTO，　Hiros ⅢTANAKA　and　Rokuro　KANO

（Dep αrtmt ？㎡ θソ勹1会心 cal　Zoologび，S 油θθ1 砂≒Medicine， 　7θめ・θj死 dical

αlz・ゴJ£）a ／α／び㎡z・qsiり ，T。kyo，　J「茆 α岶

1）　Thelazian　larvae　collected　from　females　of　Mttsca　 £；のzz／召ズびΓθ咒s　were　0．34－7．36mm　in　body　length．　The　larvae　which　were　shorter

than　6．00　mm　were　almost　all　incysts　in　abdomens　of　the　vectors．　Transverse　striation　of　the　larvae

become　clear　with

more　developing　stage．　The　larvae　which　were　longer　than　3．00　mm　showed　morphologicalsimilarity　to　the　adult　of　7力

elazia 　rhodesi・．　The　features　are　as　follow　：　Buccal　cavitynarrow　and　deep　

；　oesophagus　cylindrical　；　nerve　ring　located　at　one－fifth　of　oesophagusfrom　the　posterior　end　

；　the　cuticle　thick．　By　the　above　features　these　larvae　wereidentified　as　7

．　r力∂desi．

2）　Thelazian　larvae　collected　from　females　of　Musca　hervei　were　1．03－3．23　mm　inbody　length．　Of　these，　the　larvae　which　were　shorter　than　2

．5　mm　were　almost　all　incysts　in　abdomens　of　the　vectors．　These　larvae　were　divided　into

two　groups　morpho－

logically　；　one　was　7．　r力odesi　mentioned　above，　and　another　had　features　of　7’．　遥づαゐ鈿j．The

features　of　7．幼りαゐ2°nt　are　as　follow　：　Bucca】cavity　wide　and　shallow　；　the　posteriorend　of　oesophagus　swollen　

；　nerve　ring　located　at　the　two－fifth　of　oesophagus　from　theposterior　end　

；　the　cuticle　thin　；　transverse　striation　fine　and　inconspicuous．

（60 ）
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Explanaton　of　the　figures

A．　Larvae　of　Thelazi・αダhodesi 　obtained　from　Muscaconvex

び？’θ夕2s

B．　Juvenile　of　7．　ダ加ゐsj　from　eyes　of　cattle

C．　Male　of　7．　skyrjabini　from　eyes　of　cattle

D．　Larvae　of　Thelazia　 幼・rjabini 　obtained　from

Musca 　／？a・zj＆

E．　Juvenile　of　7’．　skrjabini　from　eyes　of　cattle

F．　Male　of　7．　遥り劭 鈿j　from　eyes　of　cattle

G．　The　second　stage　larva　（Klesov，　1949）　obtained

from　Musca 加7・vei，　identified　as　T．頑りabini

（61 ）
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